






結論:本症の血中 1-25 一(OH)2D は低値傾向にあった。1-25 一(OH)2D3 の生理量投与では 1

例を除き血清 Pの正常化が得られなかった。臨床的にはα一 D3よりも少量でクル病治療の

維持ができると思われた。 


